
共通理解事項 【試合進行と主審・副審によるコントロール】 

京都府小学生バレーボール連盟・審判委員会より 

 

◇フロアは入換え制とする。ベンチなどの消毒終了後，大会本部からの

指示により，次に試合のチームは移動を開始する。 

◇会場では，常時マスク着用（フェイスシールドは不可）を義務とする。 

ただし，エントリーされている選手は，ゲームに出ている間と公式ウ

ォーミングアップ，合同練習の間はマスクを外しても構わない。 

◇電子ホイッスルを使用するので，主審副審を含めた全ての審判補助役

員もマスク着用とする。 

◇ベンチではタオルや水筒は混ざることがないようにチームで配慮す

ること。 

◇キャプテンによるトスの際，監督同士や審判との握手も行わない。 

◇ゲーム中に集まって激しく声を出すことは控える。合わせて，ベンチ

からの大きな声での指導や激励もしない。 

◇記録用紙への記入や試合開始前と終了後の監督やキャプテンのサイ

ンは，チームで用意した筆記用具を使用して構わない。（大会本部で

も用意します） 

 

◇試合開始時 

・全エントリー選手がエンドラインに整列。その場で礼をしてベンチに

戻る。 

 

◇１セット終了時の流れ 

①エンドラインに並ぶ。（６人） 

②主審のコートチェンジの吹笛とシグナルで，選手は自ベンチに戻る。 

③選手は各々で自分のタオルや水筒を持ち，チームスタッフによるベン

チの消毒が両チームとも終了後，コート（ベンチ）を入れ替わる。そ

の際，両チームとも副審側を通るので，副審が接触しないように通る

場所をコントロールする。 

④入れ替わりが確認できてから，副審はセット間の２分３０秒を計時す

る。 

※記録用紙の次セット開始時刻は，これまで通り前セット終了時刻の 

３分後の時刻を記入する。 

 

◇フルセットになった場合の流れ 

・２セット目と同じサイドを選べば，キャプテンのトス終了時から副審

は２分３０秒の計時を開始。 

・２セット目と違うサイドを選べば，１セット終了時③④と同じ流れで

コート（ベンチ）を入れ替わる。 

 

 



◇試合終了時 

・全エントリー選手がエンドラインに整列。その場で礼をして退場準備。 

・選手は各々で自分のタオルや水筒を持ち，チームスタッフによるベン

チの消 

毒後，コートを空ける。 


